
刷
日
ド
一
続
け
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
第
六
位
に
下

印
刀
竹
一
降
致
し
ま
し
た。

然
し
な
が
ら
結
核
実
態

箇
月
一
べ
一
調
査
の
結
果
に
依
り
ま
す
と
患
者
総
数
は

j
一官
三
一
な
お
三
百
万
を
超
え
、
現
在
、
朝
日
町
で

R
A
円
一
も
二
百
八
名
の
多
数
に
の
ぼ
っ
て
陪
り
ま

1
人
内

所
円
五一
す。

a
行
叫

部

一

日
夜
杭
核
と
の
枇
い
に
長
問
問
許
し
ん

発
役

u
q
f
1

一

第
新
町

店
が
い
面
一
で
い
る
人
、
叉
桔
桜
の
た
め
に
職
そ
噂
わ

集

日

目

一
れ
位
会
か
ら
客
伍
し
て
ゆ
く
人
、
家
庭
内

編
制
印
発
定
一

？

一感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
々
の

一
多
い
こ
と
且
つ
多
額
の
費
用
少
裂
す
る
こ

一
と
等
を
考
え
ま
す
と
き
、
何
と
い
L
ま
し

一
て
も
結
核
は
我
々

の
生
活
の
脅
威
と
い
わ

T
に

一
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

こ
れ
を
防
止
す
る
為
枚
に
忠
者
を
早
明

従
来
結
桜
は
わ
が
国
の
国
民
病
と
い
わ

一
め
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は
死

一
発
見
す
る
た
め
に
、
毎
年
住
民
険
診
を
照

れ
、
得
年
同
氏
死
亡
以
困
の
段
刊
依
会
出
亡
放
も
，
比
亡
事
も
著
し
い
減
少
と
侭
下
を

一
料
で
行
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

一昨
竿
の
結
果
を
市
上
げ
ま
す
と
受
診
率
二

一
五
、
六
d
p

で
袋
一
部
市
の
六
六
J
%
入
古
町
の

一
九
四
ガ
宇
奈
月
町
の
五
八
d
p
に
比
ぺ
て
誠

一
に
低
率
で
あ
り
ま
す
。

一

本
年
四
月
中
に
大
家
庄
地
区
は
七
七
労

一
の
良
氏
般
を
紘
一’
ぐ
る
に
至
り
ま
し
た
が
、

一
そ
の
他
の
地
区
は
、
七
H

け
か
ら
八
月
中
に

－
突
出叫す
る
予
定
勺
あ
り
ま
す
。

一

「
俺
は
身
体
が
他
民
・
だ
か
ら
受
け
る
必

一
要
は
な
い
」

と
云
う
考
え
が
住
民
検
診
を

一
受
け
な
い
役
大
の
原
閣
か
と
思
い
ま
す
、

一
一
か
健
康
で
も
川
時
紡
桜
閣
に
円
以
さ
れ
な
い

一
と
も
鼠
り
ま
せ
ん
。
結
核
予
防
法
に
も
同

一
民
は

一
年
に
一
回
飽
康
診
断
を
受
け
な
け

一
れ

J

ぶ
な
ら
な
い
と
規
忘
さ
れ
て
問
り
ま
す

一

峨
が
る
人
を
怠
そ
い
介
せ
て
陀
民
険
診

一
を
受
け
、
結
核
忠
省
内
早
期
発
見
に
協
力

一
下

さ

い

。

（

民

生

蹴

）

7
i：：i
1
53
3、，
t
，、，
E
，、f
t
p、，
s，、，｝も
5
、〈

一
待
ら
ど
う
・し
い

一

、〉

ア
》
、
，

A
E
E、
、

J

T
一ア

フ
i

一
之
穿
つ
寸科
p
p
，夢
を

L

－
｝
れ
・
寸
ま
い

．一

問
、
な
く
、
観
管
然
、

ハ
ス
部
門
町
）
鬼

一
遺
祭
、
（
朝
日
町
）

が
や
っ
て
く
る
。
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住

民

検

診

必

要

性

L、

の

つ

H
H

道
HH

小
川
温
泉
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
笹
川
峡
谷
に
入
る

子
供
た
ち
は
、
一

目
、

一
日
を
指
お
り

か
ぞ
え
て
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

こ
の
楽
し
い
祭
も
、

毎
年
、
す
り
、
イ

ン
チ
キ
商
売
、
喧
嘩
な
ど
で
不
愉
快
な
思

い
を
さ
せ
ら
れ
る
の
は
闘
っ
た
こ
と
だ
・
妖

民
そ
ろ
っ
て
、
楽
し
く
お
祭
り
を
過
す
に

は
、
こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
も
ら
い
た
い
。

。

ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
、
そ
の
ち
ょ
っ
と
が

危
い
。

ゆ
め
、
辛
口
巣
ド
ロ
ポ
ウ
は
そ
の
す
き
を
狙
っ
て

レ
る
。
家
を
あ
け
る
時
は
、
必
ず
期
間
屑
番

を
お
く
、
戸
締
り
を
し
て
出
ま
し
ょ
，
勺
。

。

あ
な
た
の
財
布
は
狙
わ
れ
る
祭
札
に
付

き
も
の
、
す
り
筋
書
を
防
ぐ
に
は

＠
大
金
を
持
ち
歩
る
か
な
い
．

＠
手
提
袋
、
買
物
か
ご
、
ハ
ン
ド
バ
ッ

ク
、
上
戎
の
外
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
財

布
党
入
れ
な
い
。。

市
中
の
乗
り
降
り
、
人
ご
み
の
中
は
特
に

住
意
す
る
。

。

－

「
イ
ワ
シ
」
の
粉
が
、
一

袋
三
千
円
、
に

一

せ
の
洋
服
中
地
、

万
病
に
き
く
特
効
薬
な

ど
、
う
ま
い
一
一
品
廷
で
、

「
サ
ギ
」
を
す
る

流
れ
者
が
多
い
。

昨
年
も
、
あ
な
た
は
お
産
が
か
る
か
っ

た
の
で
体
内
に
悪
い
血
が
桟
っ
て
い
る
。

今
の
う
ち
に
思
い
血
を
お
ろ
し
て
お
か
ね

ば
近
い
う
ち
に
犬
病
に
な
る
、
「
こ
の
薬

を
飲
め
ば
す
ぐ
庶
る
」
手
相
を
見
な
が
ら

す
っ
か
り
だ
ま
し
、
「
イ
ワ
シ
」

の
粉
末

二
袋
、
五
千
五
百
円
で
は
わ
さ
れ
た
人
が

あ
っ
た
。

桜
と
い
う

「
や
し
」
の
仲
間
が
あ
な
た
を

ほ
り
か
こ
み
、
甘
言
で
買
わ
せ
よ
4
と
す

る
、
あ
ま
り
4
ま
す
ぎ
、る
話
に
乗
っ
て
は

．寸八変。

。

婦
女
い
た
ず
ら
に
は
、
強
い
態
度
で
。

暗
レ
通
り
、
夜
の
ひ
と
り
歩
き
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

見
知
ら
ぬ
人
の
誘
い
の
言
葉
に
う
か
つ

に
乗
ら
ぬ
よ
う
に
心
が
け
よ
う
。

お
子
さ
ん
に
迷
子
札
、
所
と
名
前
を
書

い
た
も
の
を
子
供
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
で
も
入

れ
て
下
さ
い
。

mn物
に
夢
中
に
な
っ
て
子
供
を
忘
れ
る

チ
ヤ
ツ
カ

pmの
な
い
よ
う
に
。

。

自
転
車
は
自
転
車
世
間
明
に
。

。

酒
は
楽
し
む
も
の
、
祭
に
は
、

必
ず
酒

の
上
で
の
喧
嘩
や
、
か
ら
み
つ
き
、
が
あ

り
ま
す
。

M
M

酔
っ
て
い
た
の
で
ゲ
、
の
言
訳
け
は
聞

き
あ
き
た
は
ず
で
す
。

安
易
な
間
前
は
築
物
で
す
。
人
の
迷
惑

と
な
る
酔
っ
ぱ
ら
い
は
、
み
ん
な
の
力
で

追
欣
し
よ
号
。

（
入
善
瞥
祭
場
〉

琵
琶
湖
産
の
笛
を
放
流

約

万

尾

解
禁

六
月
＝
十
一
日

下
新
川
郡
内
水
商
協
開
業
協
同
組
合
朝
日

支
部
で
は
県
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
る
琵
琶
湖

産
鮎
一一
一
十
キ
ロ
ハ
約
三
万
尾
YMι
五
月
十
六

日
小
川
上
流
ア
イ
ノ
マ
タ
に
数
流
し
た
。

な
お
削
臼
は
米
定
で
あ
る
が
更
に
四
十
キ

ロ
（
約
四
万
尾
〉
を
小
川
上
流
に
放
流
す

る
計
踊
で
あ
る
。

境
川
は
発
電
の
工
本
中
な
の
で
放
流
を

断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

海
産
鮎
は
未
だ
入
荷
し
て
い
な
い
が
こ

れ
も
来
れ
ば
放
流
す
る
。

－
内
円
必
』

a

ニ
ジ
悶
の
放
流
時
拳
は
未

『
刷
、
』』沢
一－

定
で
あ
る
が
本
年
度
の
組

河
内
引
劃
判
記

合
の
益
駈
場
の
極
苗
の
発

，
阿
川
両
E

・

脊
を
み
て
各
河
川
に
政
流
す
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
本
年
は
組
合
で
は
専
任
の
箆
視

u
H
を
也
い
て
見
廻
っ
て
い
る
が
解
禁
ま
で

各
自
の
自
置
を
望
ん
で
い
る
。

噌’’
n
H
V

マ，．



朝
日
町
民
於
ける
包
蔵
水
力
と

そ
の
開
発
価
値
K
つ
い
て

電

源

開

発

特

別

要

員

長

酒

井

栄

①

計

画

地

点

と

其

の

概

要

一

補
給
し
械
山
に
て
発
電
し
日
本
海
に
放

＠

境

川

第

一
及
境
川
第
二
地
点
本
地
点
一
流
す
る
計
画
で
あ
る
。
工
事
費
の
割
合

は
昭
和
三
十
一
年
五
月
に
第
四
次
水
力
一
に
出
力
が
な
く
百
%
希
み
4
す
で
あ
る

調
査
が
行
は
れ
る
や
未
だ
そ
の
使
総
計
一
＠
朝
日
第
一
及
朝
日
第
二
地
点
本
計
画

算
も
な
や
C

れ
な
い
先
に
地
元
の
要
望
と
一
は
黒
部
川
下
流
用
設
計
画
の
最
末
端
に

町
当
局
の
熱
心
な
誘
致
運
動
に
動
か
さ
一
於
て
英
の
落
差
を
最
も
有
効
に
標
高

O

れ

た

。

一

迄

使

用

せ

ん

と

す

る

ピ

ー

ク

ロ

ー

ド

を

北
陸
電
力
で
は
通
産
局
の
嬰
惑
も
あ
っ
一
担
当
す
る
土
木
技
術
の
粋
を
集
め
た
近

て
調
査
設
計
も
未
完
成
の
ま
L
図
上
設
一

代
的
な
新
計
画
で
あ
る
。

計
の
み
で
着
工
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ

一
J
M
二
』
工
事
中
の
黒
部
第
四
発
電
所
が

る
が
、
態
h

着
工
す
る
こ
と
に
な
る
と

一
到

ノ
チ
生
完
成
す
れ
ば
ダ
ム
の
利
用
水
深

予
想
以
上
に
補
償
関
係
が
地
元
の
裂
望

一
六
O
、

O
m
に
依
っ
て
常
時
流
れ
る
黒
部

や
町
当
局
の
透
致
運
動
と
全
く
逆
な
影

一川
本
流
の
時
流
の
水
と
は
別
に
ダ
ム
に
包

で
あ
ら
わ
れ
て
来
た
。

一容
さ
れ
た
有
効
容
量

一
四
八
、
八

C
O
O

L
U
T
Hで
も
述
べ
た
加
く
最
近
の
発
電

一、

o
dの
水
の
使
ひ
方
に
依
っ
て
下
流
に

斗
目
品
川
艮
方
式
は
火
力
発
電
に
ベ

1
ス
ロ

一増
設
さ
れ
る
発
電
所
の
設
備
の
規
模
が
決

1
ド
を
担
当
さ
せ
水
力
発
電
が
ピ
ー
ク
ロ
一
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
今
後
の
電
力
需
給

ー
ド
を
受
け
持
っ
て
い
る
今
日
鹿
川
発
電
一
の
変
動
に
依
っ
て
使
用
水
置
を
大
き
く
と

九

所
の
如
を
水
路
式
発
電
所
の
開
発
は
価
値

一
っ
て
発
電
時
聞
を
短
縮
し
設
備
費
が
増
大

一

の
点
で
は
望
ま
し
く
な
い
計
画
で
あ
り
特
一
し
て
も
出
力
を
増
大
し
た
方
が
益
す
る
か

一

に
北
電
め
如
き
火
力
発
電
設
備
の
な
い
会

一逆
に
使
用
水
量
を
少
く
し
て
発
電
時
間
を

一

社
に
於
て
は
突
に
苦
し
い
開
発
計
回
で
あ

一な
が
び
か
せ
設
備
費
も
安
い
が
出
力
も
誠

一

っ
た
の
で
、

一
時
着
工
を
見
合
せ
他
の
地

一
少
す
る
方
式
が
、
と
く
に
な
る
か
の
問
題

一

点
へ
の
変
史
計
隔
が
な
さ
れ
て
レ
る
事
実

一
が
今
後
に
侵
さ
れ
た
研
究
課
題
で
あ
っ
て

一

を
探
知
し
た
。

一
北
電
の
佐
川
発
電
附
の
如
く
べ

1
ス
ロ
l

一
な
い
叉
似
り
に
流
域
変
犯
と
解

一

丁

義
会
電
調
開
発
特
別
婆
員
会
で
は

一
ド
JZ
受
け
持
つ
発
電
計
幽
と
性
絡
を
具
に

一
し
た
処
で
ピ

l
ク
ロ
ー
ド
を
問

一

回

一
一一↑匝町
当
局
と
共
に
地
一江
側
へ
も
主
し
て
居
る
た
め
一
般
町
民
各
仰
の
袈
叫
ん文
c
一当
す
る
義
也
市
で
あ
る
か
ら
川
…
一

の
真
相
を
訴
へ
北
陸
電
力
と
の
制
整
に
熱
一
れ
る
発
電
山
山
力
や
使
間
水
量
に
つ
い
て
は

一部
本
流
の
時
流
五

O
、

0
0
（
一

心
に
努
力
し
た
叩
焚
あ
っ
て
地
元
民
各
位
一
泊
工
を
見
る
迄
は
決
定
さ
れ
な
い
も
の
で

一愛
本
発
電
所
）
に
は
変
り
が
な

～

の
良
識
と
絶
大
な
る
協
力
に
依
り
、
昨
年
一
あ
る
こ
と
の
取
出
も
以
上
中
述
べ
た
こ
と

一
〈
従
っ
て
井
戸
水
や
今
後
の
工

い

の
十
一

月
着
工
を
見
る
に
主
っ
た
芝
川
町

一
で
だ
J
ぷ
お
わ
か
り
の
事
と
思
い
ま
す

一栄
川
水
に
も
何
等
女
闘
を
与
へ

一

民
各
位
と
共
に
御
阿
由
に
絶
え
ま
せ
ん
。

一
が
参
4TJLt、
現
花
の
計
同
案
は
別
表
の

一
る
も
の
で
な
く
返
っ
て
潟
水
を

一

計
画
の
概
按
に
つ
レ
て
は
（
あ
さ
ひ
三
月

一通
り
で
あ
る
。

一な
く
し
、
洪
水
を
制
問
し
、
か

一

号
）
で
詳
制
に
蝿
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
省

一

①

ま

か

り

な

ら

ぬ

か

一
く
し
て
下
流
沿
岸
民
に
廷
は
す

一

時
し
ま
す
。

一

一利
椛
も
ま
た
誠
に
甚
大
で
あ
る

⑮
城
山
地
点
本
地
点
は
小
川
の
水
高

一

流

域

変

更

の

問

題

一
ぐ

y
に
つ
け
る
楽
に
も
間

一

・ノ
叉
谷
令
流
点
目
ド
取
水
し
笹
川
の
水
を

一

前
節
で
述
べ

た
計
画
概
要
に
示
さ
れ
て

ノ

J
1
る
が
イ
ワ
シ
の
訊
も

一

力｜使
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あ
る
通
り

企
業
会
社

が
間
関
る
関

係
で
小
川

も
笹
川
も

取
水
す
る

計
闘
で
な

く
此
等
の

河
川
を
通

り
技
け
す

る
の
み
で

貰
接
日
本

海
に
放
流

す
る
も
の

で
政
治
崖

さ
ん
が
口

や
か
ま
し

く
云
ふ
流

域
変
更
と

一五
ふ
字
句

に
は
時
間
念

な
が
ら
あ

て
は
ま
ら

4
1

・nH
u
n
k
u

信
心
す
れ
ば
有
難
い
も
の
で
設
が
云
っ
た
一
筆
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
、
ま
か
り
な
ら
ぬ
流
以
変
児
絶
問
反
対
一
！
！
i
qH
R・－
t

’ih一そ
1
0
・
t
‘1
、
l
t

と
や
ら
な
レ
先
か
ら
井
戸
水
か
れ
た
と
わ

一
第

二

回

め
き
た
て
る
素
人
の
理
解
を
得
る
こ
と
も

一

又
至
難
で
あ
る
が
県
東
一
円
の
繁
栄
と
描

一

朝

白

混

声

合

唱

団

の

発

表

会

祉
の
た
め
お
互
い
に
話
し
合
へ
ば
わ
か
る

一

朝
日
町
混
声
合
唱
団
が
組
織
さ
れ
た
の

こ
と
で
、
問
答
無
用
で
日
本
を
硝
挫
で
包

一
は
一
昨
年
で
最
初
は
二
十
余
名
で
あ
っ
た

ん
だ
不
幸
に
似
た
轍
を
持
び
踏
ま
な
い
よ

一
が
本
年
は
五
十
余
名
の
メ
ン
バ

ー
と
な
っ

う
心
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

一
に
五
月
十
H
泊
中
学
校
講
堂
に
お
い
て
泊

一
公
民
舘
主
出
問
、
白
淳
社
後
援
の
も
と
に
第

①

む

す

び

一
一
面
の
発
表
会
を
開
催
し
た
。

発
電
崩
発
は
国
家
の
資
本
を
投
入
し
て

一

枇
界
の
民
謡
、

飲
酒
凶
の
他
に
泊
の
生

総
て
の
産
業
の
基
盤
と
な
す
公
絡
事
誕
で

一
ん
だ
作
曲
家
政
凶
枝

一
一郎
氏
の
作
曲
し
た

あ
り
協
力
こ
そ
す
れ
四
出
な
ら
な
レ
阻
由

一
も
の
令
二
的
合
唱
し
た
。

で
反
対
し
て
も
凶
策
の
限
界
を
越
す
こ
と

一

県
代
表
と
し
て
中
央
に
も
進
出
し
た
こ

は
出
来
な
い
は
ず
だ
そ
ん
な
事
に
心
を
講

一
と
の
あ
る
疑
問
市
合
唱
団
三
十
名
の
賛
助

わ
れ
る
こ
と
な
く
水
力
側
発
に
最
も
大
切

一
出
演
も
あ
り
、
持
秀
雄
氏
指
卸
の
も
と
に

な
総
体
の
コ
ス
ト
を
全
国
の
ど
の
地
点
よ

一
説
前
、
日
本
民
試
に
合
唱
の
も
つ
芸
術
味

り
も
低
か
ら
し
め
る
よ
う
。
総
力
あ
げ
て

一
を
聴
殺
に
た
ん
の
う
さ
せ
た
、
若
い
人
達

協
力
す
る
こ
と
乙
そ
、
吾ん川
町
民
に
誠
せ

一
や
職
場
に
お
け
る
合
唱
は
全
国
的
な
も
の

ら
れ
た
当
聞
の
川
也
で
あ
り
、
本
計
同
を

一
で
こ
れ
は
背
年
の
健
普
な
レ
ク
リ
l
エ
l

不
動
な
有
望
地
点
た
ら
し
め
る
冨
裂
な

一
一
シ
ヨ
ン
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
そ
の
品
性

大
事
業
で
あ
り
、
町
民
各
位
の
絶
大
な
る

一
に
及
ぼ
す
芸
術
的
陶
治
は
古
川
〈
評
価
さ
れ

括
顧
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、
畑

一
て
い
る
。

朝

日

合

唱

団
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話
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国
際
親
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を
こ
め
て
八
月
六
日
よ
り
琵
琶
湖
昨
笠
庭
野
に
於
て
第
二
回

λ

一

一
週
一
翼
議
中

R
d
r
d
d笠
温

一一
＠
納
税
者
の
声
を
聴
く
康
弘
脳
会
開
催

一
六
月
指
導
i
講
習
会

山
崎

）

日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
会
副
大
会
）
が
開
催
さ
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ま
す
。
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一
議

エ
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町
ふ
山
片
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中
鴻
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ふ
士
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正
し
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認
織
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ば
か
h

円
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納

七

月

総

会

泊

J

下
新
川
第
一
聞
で
は
参
加
資
格
者
を
単
考
の
上
主
月
末
日
ま
で
に
約
二
十
名
を
へ

一
社

－

zo’
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w
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δ
後
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三
税
者
の
税
に
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す
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い
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意
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季
節
呆
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古
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ジ
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ン
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中
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を
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マ
水
稲
水
の
か
け
ひ
き
と
管
理

今
等
の
苗
代
期
の
陽
気
が
進
ん
で
い
た
L

め
苗
の
生柑
け
が
よ
く
五
月
上
旬
か
ら
悶
悶

が
始
ま
り
五
月
十
七
、
八
日
頃
は
殆
ん
ど

終
る
よ
う
で
「
が
回
組
後
十
日
目
頃
に
は

早
朋
喧
肥
と
中
防
除
草

一
日
田
子
を
な
し

こ
れ
か
も
は
出
来
る
操
り
節
水
故
地
ポ
リ

チ
L

レ
ン
チ
l

．7利
用
や
水
収
入
口

の
随

時
変
更
に
依
る
水
口
の
冷
水
波
書
会
少
く

す
る
よ
工
出
廻
り
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

マ
病
虫
害
防
除
薬
剤
撒
布
を
十
分
に

田
憶
が
例
年
よ
り
早
ま
る
に
つ
れ
て
イ
ネ

ド
ロ
オ
リ
ム
シ
、
ハ
モ
グ
リ
パ
ェ
、
イ
ネ

ゾ
ウ
ム

シ
な
ど
が
発
生
し
彼
害
が
多
く
な

り
ま
ず
か
ら
誼
曹
を
見
た
ら
す
ぐ
B
H
C

三
労
粉
剤
を
ま
く
こ
と。

ニ
他
娯
虫
は
ポ
リ
ド
l
ル
で
共
同
防
除
を

1
」
古
4
I
U
V
A
m
ι

，。

早
植
に
な
る
に
つ
れ
て
メ
イ
虫
の
被
害
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
二
回
薬
剤
を
か
け
て

ひさあ
防
除
す
る
と
と
が
必
要
で
す
。

一
化
干
の
発
峨
は
昨
年
よ
り
早
ま
っ
て
お

り
最
盛
期
は
五
月
下
旬
噴
と
見
ら
れ
る
の

で
と
く
に
昨
年
被
害
の
多
か
っ
た
田
は
今

年
の
発
生
が
早
ま
る
踊
向
に
あ
る
の
で
サ

ヤ
枯
れ
の
発
生
に
注
意
し
特
殊
な
早
植
で

は
R
H
C
R
V
X
削
で
六
月
上
旬
に
個
人

防
除
合
す
る
こ
と。

ぷ
リ
ド
ー
ル
刑
で
の
共
川
防
除
は
発
峨
此

占
惜
別
か
ら
十
日
l
十
四
日
後
で
す
か
ら
六

一
刀
十
日
明
か
ら
お
そ
く
と
も
二
十
日
頃
が

…岨
矧
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
病
虫

官
の
防
除
は
早
朋
特
酔
開
発
生
は
個
人
防
除

－Z
符
い
、
又
一
斉
に
共
同
で

一
1
二
国
防

．
聞
が
絶
対
に
必
授
で
す
か
ら
部
落
共
同
で

…
刑
制
撤
桁
を
早
め
に
計
耐
を
す
る
こ
之
o

v

農
薬
危
害
防
止
に
注
窓

市
り
ド
！
ル
剤
は
特
定
毒
物
な
の
で
取
扱

世
帯
項
を
よ
く
守
り
危
害
仲
間
止
と
万
全
を
矧
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す
こ
と
、
人
家
の
密
集
附
近
は
撒
布
日
時
一

波
を
開
花
湖
三
反
歩
に
玄
斗
位
か
け
一
健
所
朝
日
支
所

2
2
師
の
撒

布

袋

一
に
か
つ
て
見
た
こ
と
の
な
い
珍
奇
な
貝
を

を
通
知
し
風
の
方
向
と
戸
締
り
に
注
意
を
一
る
と
羽
春
ま
で
朋
芽
せ
な
い
そ
の
代
り

一
の
も
と
に
企
町
も
れ
な
く
梢
市
在
宅
了
し

一発
見
し
た
。

す
る
尚
水
田
に
は
赤
ハ
タ
を
立
て
L
ま
ど
・一

極
イ
モ
に
は
な
ら
な
い
。

一
た

。

漁

民

述
は
こ
れ
を
師
貝
と
名
づ
け
た
。

恋
風
と
共
に
一
時
ど
こ
ま
で
も
流
れ
る
可
怒
し
た
も
の
を
休
眠
の
す
十
月

E
R諸国
E
E
E
Z

一
民

附

で
あ
れ
ば
九
重
の
慢
に
も
住
め
る

か
ら
そ
の
空
気
存
晩
せ
ぬ
よ
う
装

す

一

以
ピ
ル
ピ
タ
ン
K
で
処
聞
す
る
馬
鈴
啓

園

田

市
櫨

闇

醐

捌

悶

悶
組

問

ζ

一え
タ
任
が
一
生
一
度
の
恋
も
一
抹
の
抱

る。

一

一
メ
匁
に
四

五
匁
者
の
慣
芽
の
問

一園

田
開
臨

調

網

開

闘

鶴

町

古

代

訪

問

問

民

同

訪

れ

防

マ
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
付

一分
に
な
す
り
つ
け
て
拍
車
、
以
に
入
れ
て
侭

一圃

酒

3
調
書
調
刺
組
閣
畑
瀬
沼
鴎

指

一
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
悲
運
の
人
タ
一
化
が

大
変
の
成
熟
す
る
十
日
前
車
内
訳
掘
が

一刑
法
時
に
貯
械
や
る
こ
の
方
法
は
聞
い
も

司

m
y
L＼
ベ

護

布

一般
の
ま
に
〈
漂
着
し
た
中
の
島
に
彼
女

十
九
度
と
去
っ
た
と
こ
ろ
が
組
付
の
誠

一
と
し
て

を

え

な
く
控
す
る
こ
と
が
な

－

pι～J
d
qf
f－

一
が
女
川
と
し
て
の
こ
の
世
へ
の
名
残
り
を

で
あ
る。

チ
γ
ソ
肥
料
は
ひ
か
い
め
と
し

一
ぃ。

司

灯

町r
ぃ

、
朝
d
臨
殴

E
W膨
撒

一
服
貝
と
し
て
岩
肌
に
桟
し
て
こ
の
世
を
去

加

Z十
分
施
す
の
が
多
牧
磁
の
コ

ツ

で

；

；

j
i
ll
j
lj

L

書
Zea－
－
瞳

閣

の

一
っ
て
行
っ
た
の
だ
と
漁
民
連
は
固
く
信
じ

肥

2
4
5高
畦
と
す
る
方
が
よ
い
。

一

環

境

衛

生

問

閥

、

判

制

翻

園

田

園

一
て
刷
貝
の
躍
を
い
ま
し
め
て
保
護
し
て

そ
し
て
速
効
附
肥
料
は
苗
が
活
苦
し
て、

一

副
‘
，
匹
弘

社

説
劃
・
園
圃
・
圃

一栄

一
来
た
も
の
で
あ
る
と
言
は
れ
て
い
る
。
こ

イ
そ
が
分
伯
着
生
し
た
の
ち
に
施
す
よ
う

五

蝿
や
蚊
を
な
く
し
変
し
よ
う

圃

－

園

田

U
J組
閣

個

掴

聾

一
と
の
誌
主
別
と
し
て
義
経
の
愛
妾
タ
花

一

－－－－－－
圃

．．
 
，．

E
F

腹
開
隆
E
F
iJ
J
＼
抑
揚恒

一

』

に
す
る
。
こ
の
時
期
は
楠
付
後

一
ヶ
月
た

一
向
健
一
勝
て
明
る
い
生
活
を

圃

園

田
園
田
・
・
圃
鴨
脚
岨
掴
’
眠
臨

パ

一と
附
に
も
稀
な
珍
貝
と
を
結
び
つ
け
た
古

っ
て
か
ら
が
よ
い。

一

泊
町
内
で
は
民
生
観
の
あ
っ
せ
ん
に
よ

幽
圃
・
・
圃
圃
閣
制
観
闘
陣
臨
闘
幽
圃

沖

一老
の
詩
り
草
に
も
一
理
あ
っ
て
面
白
い
。

黒

誌

の
被
醤
防
除
に
は
浅
い
カ
ゴ
に
苗
一
っ
て
消
器
薬
高

安
に
購
入
し
、

黒
部
保
－

a珂
盟
圃
－

E
E
E
E
一

と
も
あ
れ
す
陰
に
似
た
こ
の
珍
奇
な
貝

を
立
て
下
部
十
胞
を
四
十
八
度
の
喜
一
t

‘
1

J

（

）

1
1
1
t
J

一ぐ

佼

忍

令

、？

と

k
u札
良

一
は
小
川
温
泉
に
或
は
宮
崎
自
然
博
物
館
を

に
卜

t
十
五
分
間
つ
け
て
消
喝
を
す
る
と
一

姫

貝

の

由

来

－震

に

対

す

る

言

語

2
2
p一

ぞ
人
た
ち
の
震
を
慰
め
る
に
充
分
で

よ
い
。

天
気
の
よ
い
自
に
他
付
る
に
は
商

一

角

一び
し
く
な
り
遂
に
文
芸
年
四
月
十
日
夜
長
仁

i
jね
湾
総

γ

川

l
u・
川
ノ

を

一
日
位
日
蔭
に
お

↑

義
経
主
従
は
富
山
也
左
衛
門
尉
の
情
あ
る

ま
均
衡
の
長
男
古
都
術
は
衣
川
の
義
経
の
舘

一
日
本

ボ

ー

イ

ス

カ

ウ

ト

X侶
V
し

れ

は

諸

問

一附
い
ね
間
的
諮
問
岡
山
川
崎
い
計

五

訪

れ

け

UMV長
ろ
う

べ
き
」

と
一
富
山
連
盟
下

新

川

第

一
回

新

編

成

i
J
11

一
の
武
豪
、
井
上
左
衛
門
、
金
沢
源
次
等
に

一
此
を
傷
ん
で
い
た
義
経
は
た
め
ろ
う
と
こ
一

顧

問

本

村

本

松

い
深
植
え
は
乾
燥
に
つ
よ
い
が
イ
モ
つ
今
、
一行
き
会
っ
た
。

一ろ
も
な
く
自
害
し
て
果
て

た

の

が

川

上

嘉

一

カ
悪
い。

一

義
経
主
世
主
東
大
寺
建
立
の
勧
隼
帳
を

一

と
き
正

J

一
十
九
才
で
め
っ
た
。

一

相

談

役

居

波

願

治

一

t

t

：

i

一

γ

b

p

一

育
成
会
長

大

平

勝

雄

マ
馬
鈴
薯
の
宿
散
防
除

一楯
に一

時
の
難
を
の
カ
れ
た
か
、
あ
〈
ま
一

一方、

能
登
の
配
所
に
あ
っ
た
平
大
納
－

委

員

長

氷

見

千

重

疫
病
の
発
生
は
減
牧
の
原
因
で
あ
る
が
梅

一
で
も
偽
山
伏
と
見
込
ん
だ
彼
等
は
引
き
返

一言
時
忠
は
義
経
の
日
書
よ
り
こ
う
月
早
い

副

委

員

長

村

口

隆

造

雨
期
に
か
け
て
発
病
す
る
警
の
肥
大
は
開
一
し
追
跡
し
て
来
た
。

十文
治
五
年
二
月
に
耐
性
し
た
。
父
を
亡
く

uq

大

菅

千

之

花
頃
が
最
盛
期
で
す
。
そ
の
頃
気
温
が
低
一

そ
れ
と
察
し
た
義
経

一
行
は
タ
閣
を
幸

一
し
、
こ
の
祉
で
唯

一
人
の
愛
す
る
人

、

議

常

任

委

員

氷

見

千

重

く
（
＋
五
J
十
七
度
O
）
沼
気
の
多
い
日

一
い
に
附
近
の
砂
山
に
か
く
れ
大
野
龍
神
社

一
経
が
衣
川
の
舘
で
結
栄
て
た

こ
の
知
ら
せ
ス
県
連
盟
理
）

村

ー

は

隆

造

照
の
少
な
い
日
が
統
主
聞
も
土
の
水
気
が

一
ま
で
逃
が
れ
こ
こ
か
ら
平
時
忠
の
内
命
を

一
を
附
レ
た
タ
花
は
せ
め
て
会
経
の
立

川

似

菅

h
悦

多
く
排
水
の
恕
い
地
所
に
は
ひ
ど
い
、
等

一
号
け
て
途
中
ま
で
迎
へ
に
山
て
い
た
桜
聞

を
と
も
ら
は
ん
も
の
と
W
F

泌
を
さ
し
て
旅

ゲ

岩

田

正

雄

赴
ボ
ル
ド
ー
液
凹
斗
式
を
三

t
四
回
か
け

一
ノ
介
能
述
の
案
内
で
船
路
で
能
登
の
北
端

－
立
っ
た
が

そ

の

後

の

消

息

は

刷

ら

か

で

な

会

計

消

原

為

芳

る
発
向
の
甚
だ
し
い
時
は
ウ
ス
プ
ル
ン
を
一
（
現
仰
の
珠
洲
市
大
谷
〉
に
措
い
た
。
レ
が
宮
崎
で
は
次
の
よ
う
に
掛
り
伝
へ
ら
少
年
隊
隊
長

平

野

務

水

一
斗
に
五
匁
加
用
す
る
と
よ
い
。

一

こ
こ
は
平
大
納
官
時
忠
の
配
所
の
地
で
・
れ
て
い
る
。

4
川

長

消

原

為

芳

マ
貯
蔵
一時
の
萌
芽
の
抑
制

一大
納
言
を
は
じ
め
タ
花
（
時
忠
の
娘
で
義

平
米
を
さ
し
て
旅
立
っ
た

タ

花

が

途

中

。

土

肥

孝

信

：
一経
の
撃
さ
の
よ
ろ
こ
び
は
一
方
で
は
な

一親
不
知
の
難
所
で
撤
浪
に
さ
ら
わ
れ
て
行

以

下
二
十
七
名

絡
は
牧
舵
後
三
ヶ
月
で
嬰

zrめ
る
よ
く
、
そ
の
夜
は
つ
も
る
話
に
徹
し
た
が
、

－
方

不

明

と

な

り

数

日

後

に

凋

化

水

と

工

つ

貸

住

卸

雄

そ
の
抑
制
に
三
つ
の
方
法
が
あ
る
。

一
こ
こ
も
安
住
の
地
で
は
な
か
っ
た
o

－
て

宮

崎

海

岸

〈

現

在

の

中

の

島

断

近

叶

に

大

一

一

下

博

五

倒

的
休
眠
の
破
れ
る
二
よ
ニ
ヶ
月
以
後
は

一

十
日
余
り
に
し
て
奥
州
平
泉
を
さ
し
て

一漂
着
し
た
。

－

口

憲

二

人

一一
川

村

山

日

リ

ー

一れ
れ
れ
一出
計

計

何

日

…
義
経
が
父
と
も
あ
と

た

問

刊

誌

齢

仏

日

付

四

位

わ

一

口
以
市
十
矧

年
長
隊

青
年
隊
隊
長

上
級
班
長

副隊
長長

村村


